
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―お仕事内容を教えてください。
　佐賀県鹿島市役所のラムサール条約

推進室という部署に所属しています。

当市では平成27年に「肥前鹿島干潟」

がラムサール条約に登録されたことを

きっかけに、有明海と干潟の保全・再

生、交流学習、ワイズユース・利活用

を図ることを目的とした「鹿島市ラム

サール条約推進協議会」が発足しまし

た。地域の多様な関係者で構成されて

おり、ラムサール条約推進室も当協議

会の一員として活動に携わっています。

―共生圏づくりに取り組む中で、困
難に突き当たることがありますか？	
　行政として地域のためを思って行っ

たことが却って負担になってしまい、

地域の方からご指摘を受けたことがあ

ります。最初は悩みましたが、相手の

話を良く聞き、どうしたら地域の方が

喜んでくれるかを深く考え、地域の行

事やイベント事には必ず出席して、海

岸清掃の仕事もまず自分たちが率先し

て取り組むようにしました。そうする

うちに以前は取組に批判的だった方が

味方になってくれたり、困ったことが

あったら助けてくれる事業パートナー

企業や地域の方とのつながりができた

りして、今ではたくさんの方のご協力

のもと取組を進められているように思

います。

　八方塞がりだと思っても、諦めずに

行動し続けているといつの間にか新し

い道が見えてきます。こだわらなけれ

ば活路は見出せるという実体験が私の

モチベーションかもしれません。

―実体験があるのですね。最近の出
来事を教えてください。
　鹿島市では有明海でノリの養殖をし

ているのですが、養殖中のノリが冬季

に飛来するカモに食べられてしまう食

害の被害が深刻で漁業者の悩みとなっ

ていました。そこで今年度はその対策

のため、カモをノリ網から遠ざける

LEDライトの投光器を海上に設置し、

その効果を測る実証実験を行いました。

実験は環境省事業をきっかけに知り合

った静岡県浜松市のパイフォトニクス

株式会社というLED照明装置に高い技

術力を持った企業と協働して行い、地

元で船や船舶免許をお持ちの有志の方

にもご協力を頂きました。

　鹿島市では、こうしたSDGsの理念

を踏まえて鹿島市の取組に協力頂ける

企業や団体を「肥前鹿島干潟SDGs推

進パートナー」として募集し、現在は

約50団体に登録頂いています。　

―有明海が協働を生む場になってい
くといいですね。
　有明海の環境保全を通じたSDGsの

推進事業に取り組むパートナーが増え、

横のつながりがもっと広がっていくと

いいなと思っています。

　それから、実はラムサール条約登録

地「肥前鹿島干潟」では、設備の関係

で人があまり入ったことがなかったん

です。でも今年SDGs推進パートナー

のご協力により「潟を踏もうぜプロジ

ェクト」を発動。約150人が20年ぶ

りぐらいに登録地の干潟に入りました。

市内の別の干潟で行われている「ガタ

リンピック」のように定期的に行えた

らと思っています。
[聞き手：つな環編集部]

地域循環共生圏実現へ
地域での実践と道のり
佐賀県鹿島市役所
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LEDを活用したカモの誘導実験を見守り中。本
当は歴史専門。
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LEDライトの投光器設置
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　家は一つ、住所も一つという常識が覆る時代がやってき
た。
ADDressは、月額制で日本各地の家に住める注目のサービ
スだ。
　2033年には全住宅の3割が空き家になると予測されてい
るほど、地方の空き家問題は深刻なものとなっている。
そんな中、日本各地の遊休物件を活用し、地方に暮らして
みたい人に貸すことで、空き家問題を解決すると同時に「多
拠点居住」という新しいライフスタイルを提案している。
　日本の豊かな自然の中で暮らしてみたい・仕事をしてみ
たい、生活の質を高めたいと考えている人は、一歩を踏み
出すきっかけとして、このサービスを活用してみるとよい
だろう。

　社会は、家族や友人から、組織・国際関係など、あらゆ
る人間関係で成り立っている。それらを、支配・対立・緊
張・依存の関係から、お互いを豊かにし合う関係へと変え
ることができたら、どんなに素晴らしいだろうか。
　それを可能にする考え方として、アメリカの臨床心理学
者マーシャル・B･ローゼンバーグ博士によって提唱された
のが、NVC（Nonviolent Communication：非暴力コミュ
ニケーション）という自分の内外に平和をつくる手法だ。そ
れは、頭で判断・批判・分析・取引などをする代わりに、自
分自身と相手の心の声に耳を傾けることから始まるという。
　パートナーシップづくりに
日々励まれていらっしゃる皆さ
まに、新たなアプローチとして
是非参考にして頂きたい。

都市にも地方にも暮らしてみよう パートナーシップを築く
非暴力コミュニケーション（NVC）

モノ・コトもっと知りたい

Book

『「わかりあえない」を越える』
マーシャル・B・ローゼンバーグ（著 /
文）、今井麻希子（翻訳）、鈴木重子（翻
訳）、安納献（翻訳）
海士の風（2021年12月）
定価　1,900円＋税　

https://address.love/
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　「さるぼぼコイン」は飛騨信用組合が2017年にリリース
した、飛騨地域限定で使える電子地域通貨だ。
スマホでアプリをダウンロードし、日本円をチャージして
加盟店で使うという仕組み。その手軽さが人気となり、今
や地域で約40%にまでシェアを広げている。
　特徴として、さるぼぼコインでしか買えない幻の料理や、
名物案内人による町並み特別ツアー、そして山の販売に至
るまで、ユニークなものや体験を取り揃えている。地域の
中での取引が増え、お金の循環を生み出すことができ、地
域の経済の活性化につながっているという。
　観光客にとっても住民にとっても魅力的なこの地域通貨
に、益々注目していきたい。

　サステナブルなライフスタイルへの変換が求められる今、
世界のさまざまな地域の暮らし方をのぞいてみるのはいか
がだろうか。
　Netflixの新リアリティシリーズ『ザック・エフロンが旅
する明日の地球』は、俳優のザック・エフロンが、健康ラ
イフの専門家、ダリン・オリエンと世界中を旅し、「ヘルシ
ーでサステナブルなライフスタイルとは何か？」を探求す
るシリーズだ。
　時にはペルー奥地のアマゾン熱帯雨林へ、時にはアイス
ランドの再生可能エネルギーの現場へと足を運び、そこで

生きる人々の姿勢
や、自分の身体と
地球とのつながり
を学んでいく。
　今の暮らしを客
観的に見つめなお
すきっかけになる
だろう。

地域内にお金を留めさせる
注目の地域通貨 明日の地球を考える旅

Tool documentary

Netflixシリーズ『ザック・エフロンが旅する明日の地球』独占配信中
https://www.netflix.com/jp/title/80230601https://sarubobocoin.com/
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